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注
意
事
項

 
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
で
掲
載
中
の
小
説
を
「
タ

テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
の
シ
ス
テ
ム
が
自
動
的
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
化
さ
せ
た
も
の
で
す
。

　
こ
の
小
説
の
著
作
権
は
小
説
の
作
者
に
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
作
者
ま
た

は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
お
よ
び
「
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
を
運
営
す
る
ヒ

ナ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
無
断
で
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
及
び
小
説
を
、
引
用
の
範

囲
を
超
え
る
形
で
転
載
、
改
変
、
再
配
布
、
販
売
す
る
こ
と
を
一
切
禁
止
致
し

ま
す
。
小
説
の
紹
介
や
個
人
用
途
で
の
印
刷
お
よ
び
保
存
は
ご
自
由
に
ど
う
ぞ
。

【
小
説
タ
イ
ト
ル
】

　
雑
草
紙

【
Ｎ
コ
ー
ド
】

　
Ｎ
１
２
６
６
Ｂ
Ａ

【
作
者
名
】

　
冷
泉
晃

【
あ
ら
す
じ
】

　
思
っ
た
こ
と
を
テ
キ
ト
ー
に
書
い
て
い
き
ま
す
。
基
本
か
な
り
難
解
、
意
味

不
明
な
感
じ
で
…
…
（
作
者
は
分
か
っ
て
書
い
て
い
ま
す
。
こ
れ
を
読
ん
で
も
、

決
し
て
精
神
の
病
な
ど
の
ご
心
配
な
さ
ら
ぬ
よ
う
お
願
い
し
ま
す
；
）
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１
　
　
　
１

　
た
と
え
ば
有
り
余
る
時
間
を
持
て
余
し
て
。

　
画
面
、
に
向
き
合
い
つ
づ
け
た
と
し
て
。

　
そ
れ
が
現
実
と
し
て
眼
前
に
現
る
こ
と
は
な
く
て
。

り
あ
る

　
つ
ぶ
ら
な
瞳
を
思
い
出
す
。

　
イ
ヤ
、
ソ
ン
ナ
ニ
眼
ハ
大
キ
ク
ナ
イ
？

　
彼
女
ハ
、

　
彼
女
？

　
２
、
３
度
あ
っ
た
だ
け
の
彼
女
。

　
そ
れ
で
も
ボ
ク
（
僕
＝
朴
）
は
、
彼
女
の
ウ
レ
シ
ソ
ウ
な
顔
が
嬉
し
く
て
、

　
総
体
的
、
相
対
的
忌
避
、
緊
急
、
回
避
セ
ヨ
？

　
？

　
そ
れ
で
も
、
僕
は
。
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馬
鹿
ダ
。
馬
鹿
ダ
ケ
レ
ド
モ
。

　
心
に
沈
む
水
紋
が
攪
拌
、
乱
さ
れ
て
。

み
な
も

　
？

　
こ
れ
で
も
僕
は
、
昂
く
、
熱
く
な
っ
て
。

　
待
ち
人
、
来
る
。

　
恋
愛
、
そ
の
人
に
祥
あ
り
。

さ
ち

　
液
晶
に
波
紋
、
「
ワ
ラ
ヰ
ゴ
エ
」
。

　
「
君
の
声
が
聴
き
た
く
て
」

　
「
ほ
ん
ま
に
？
」

　
あ
あ
、
（
嗚
呼
＝
嗟
ゝ
）

　
僕
は
今
恋
を
し
て
い
る
。

　
―
―
の
か
？

　
で
も
、
彼
女
の
嬉
し
そ
う
な
。

　
僕
を
見
え
た
刹
那
の
表
情
―
―

ま
み

か
お

　
イ
タ
ズ
ラ
に
間
隙
か
ら
覗
か
せ
る
。
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少
し
目
の
細
い
―
―
そ
れ
は
、
イ
イ
コ
ト
ダ
。

　
僕
は
彼
女
の
、

　
声
が
聞
き
た
い
。

　
そ
れ
だ
け
で
、

　
僕
の
恋
慕
を
証
明
で
き
う
る
か
。

　
僕
は
画
面
、

　
見
つ
め
て
、
葛
藤
。

　
彼
女
へ
の
キ
モ
チ
。

　
混
沌
？

　
篤
き
、
青
き
日
常
の
一
頁
。
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１
（
後
書
き
）

作
者
は
こ
の
よ
う
な
文
章
を
わ
ざ
と
書
い
て
い
ま
す
。

こ
れ
を
読
ん
で
も
、
決
し
て
精
神
の
病
な
ど
、
ご
心
配
な
さ
ら
ぬ
よ
う
お
願
い

し
ま
す
；



6

　
Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
（
現
、
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
）
は
２
０
０
７
年
、
ル

ビ
対
応
の
縦
書
き
小
説
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
配
布
す
る
と
い
う
目
的
の
基
、

小
説
家
に
な
ろ
う
の
子
サ
イ
ト
と
し
て
誕
生
し
ま
し
た
。
ケ
ー
タ
イ
小
説
が
流

行
し
、
最
近
で
は
横
書
き
の
書
籍
も
誕
生
し
て
お
り
、
既
存
書
籍
の
電
子
出
版

な
ど
一
部
を
除
き
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
関
連
＝
横
書
き
と
い
う
考
え
が
定
着
し
よ

う
と
し
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
中
、
誰
も
が
簡
単
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
形
式
の
小
説
を
作
成
、

公
開
で
き
る
よ
う
に
し
た
の
が
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
で
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
発
の
縦
書
き
小
説
を
思
う
存
分
、
堪
能
し
て
く
だ
さ
い
。

た
ん
の
う
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Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
発
足
に
あ
た
っ
て

http://ncode.syosetu.com/n1266ba/

